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特別損失の発生及び平成 20 年３月期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 この度、当社において、下記のとおり特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせするととも

に、平成 20 年３月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想について、平成 20 年２月

15 日付当社「平成 20 年３月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしま

した業績予想を下記のとおり修正いたしますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１.特別損失の発生及びその内容 

（１）固定資産除却損 

当社がドイツ(イッツェホ市)に有する研究開発設備（Ｒ＆Ｄセンター）につきまして、欧州市

場環境の変化により、現在使用しておらず、今後も使用の予定がないことから、有姿除却を実施

することといたしました。 

これに伴い、固定資産除却損 288 百万円の特別損失を計上いたします。 

 

２.平成 20 年３月期 通期連結業績予想の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 20 年２月 15 日発表） 
３１，５００ １，５００ １，４００ ５００

今回修正予想（Ｂ） ３１，９９２ １，６２５ １，８０９ ４１４

増減額（Ｂ－Ａ） ４９２ １２５ ４０９ △８６

増減率（％） １．６  ８．３  ２９．２  △１７．２

（ご参考） 

前期（平成 19 年３月期通期）実績 
３１，４５５ １，４５５ １，５５９ ９２５

 

 

３.平成 20 年３月期 通期個別業績予想の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 20 年２月 15 日発表） 
３０，５００ １，２２０ １，２００ ５００

今回修正予想（Ｂ） ３０，８０７ １，６６３ １，６１６ ４８３

増減額（Ｂ－Ａ） ３０７ ４４３ ４１６ △１７

増減率（％） １．０  ３６．３ ３４．７  △３．４

（ご参考） 

前期（平成 19 年３月期通期）実績 
３０，４０９ １，３７７ １，３８５ ５１７

 

 



 

４.修正理由 

 

①連結業績 

売上高につきましては、主に携帯電話用アンテナが国内、海外とも販売が好調であったことから、

前回予想より 492 百万円ほど上回る見込みであります。 

営業利益につきましては、個別業績における営業利益増加要因の一方で、連結相殺消去に伴う為替

換算差額 361 百万円のマイナス影響等がありましたが、前回予想より 125 百万円ほど上回る見込みで

あります。 

経常利益につきましては、営業利益増加に加え、営業外損益で連結相殺消去に伴う為替換算差額 361

百万円のプラス影響等により、前回予想より 409 百万円ほど上回る見込みであります。 

当期純利益につきましては、前記 1の特別損失 288 百万円及び法人税の影響等から、前回予想より

86 百万円ほど下回る見込みであります。 

 

②個別業績 

売上高につきましては、アンテナ部門において地上デジタル用携帯アンテナの販売が好調であった

ことや、工事部門において地上デジタル改修工事、電波障害対策工事が予想を上回ったこと等により、

前回予想より 307 百万円ほど上回る見込みであります。 

営業利益につきましては、原材料価格高騰によるコストアップ要因がありましたが、海外調達、海

外生産へのシフト等による売上原価の低減、及び販売管理費の抑制等に努めた結果、前回予想より 443

百万円ほど上回る見込みであります。 

経常利益につきましては、円高に伴う影響等があったものの、営業利益の増加により、前回予想よ

り 416 百万円ほど上回る見込みであります。 

当期純利益につきましては、前記１の特別損失 288 百万円及び法人税の影響等から、前回予想より

17 百万円ほど下回る見込みであります。 

 

なお、期末配当金につきましては、当初公表通り前期同様 1株当り 21 円とする予定であります。 

 

＊上記の業績予想は、現時点における情報に基づき作成したものであり、今後の様々な要因によって

予想とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 


